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あとがき
近年論文を書かない傾向がとみに顕著になっている。日本神経学会の総会を見れば，昔に比べ
て倍近い数の発表があり，決して書くべき研究成果がないわけではない。『臨床神経学』『脳と神
経』『BRAIN&NERVE』の編集委員をこれまで４半世紀以上続けてきた経験からすると，た
だ単に論文を書かないということのようで，日本語の論文ではなく英語の論文を書いている，と
いうことでもなさそうだ。論文を書かないということにおいては私自身も人後に落ちないほう
であるが，自戒の意味も含めていかに論文を書くか，を考えてみたい。
論文の書き方を系統的に習う機会が少ないことが論文を書かない第１の原因と言われること
がある。しかし，私がある病院の部長をしていた頃は，私自身は何も教えなかったが，そこでは
医局員の切磋琢磨があり，ごく自然に日本や米国の雑誌に論文が次々に掲載された。ある医局員
は米国の雑誌にrejectされたにもかかわらず，粘りに粘り，とうとうヨーロッパの雑誌に掲載さ
れたこともある。しかしながら，最近はいったんrejectされると，２度と書かない，あるいは

rejectされるのが嫌で書かないということもあるようだ。論文がrejectされるのは，何も人格が
否定されたのでもなんでもない。その雑誌には合わないということだけだ。落とされても落とさ
れても這い上がるというチャレンジ精神は大切である。
また，例えば論文の書き直しをお願いすると，猛烈に反駁してくる方がおられる。時にはキレ
てしまわれることもある。これは損である。いくら編集委員と論争しても，得る所はまったくな
い。通常，編集委員は投稿者よりも遙かに多くの文献を熟知しており，経験も豊富だからだ。書
き直しが嫌なら，雑誌を変更するしかない。１番よい方法は，編集委員の求める書き直しに丁寧
に応じることである。
論文を書く順序にもコツがある。「はじめに」あるいは「introduction」を考えているうちに思
い浮かばず嫌になったという例もある。まず最初に「方法」「結果」から書き始めると，書きや
すいことが多い。そして「考察」「はじめに」を書き，日本語の抄録，英文の抄録，最後に文献
を書く。恩師の豊倉康夫教授はよく，「文献に間違いがない論文はすべてにおいてよい論文であ
る。」とおっしゃっていた。至言であろう。なぜなら，どうしても最後に書く「文献」の書き方
は雑になりがちだからである。
文献の数が50以上になると何に書いてあったかをすぐ思い出せないことがある。Schneider
という著者が2000年に書いた論文が『Neurology』の211ページにあるとすると，この論文は
00-Sch-211と表すことができる。このように，整理する際にナンバリングすることで，文献を
自由自在に使えることになる。一方ですべての論文を１，２，３とナンバリングすることは年号
も著者名もわからず適当ではない。
得てして月並みの人は，学会で発表するとすべてが終わった気がして次の研究に目が行きが
ちである。しかし，論文を書いて雑誌に載って初めてその研究が一段落したと言える。これがあ
るいは，論文を書くうえで最も大切な点であるかもしれない。
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